
東大教養特集

高木 ･藤本研究室 (基 ･物)

高木研究室は教養学部創立のときからある一番古い研究室で､電子･Ⅹ虎回
折に由する研究室 としては､日本で有数のものです｡基礎科学科ができて,高

木教授はそちらへ移られ.物理教室の方に藤本助教授が残bていますが､盛岡し

て有無相通じながら研究が行われています.国内国外のグ}L,-プとの薄給も緊

密ですし.高木氏は英国ブリス トン大学､藤本氏はハイプルグ､ベル リン,ケ

ンブリッジで研究をして来 られました丙研究室 まとめて高木教授に紹介記事を

書いて頂きました｡ (原著)

〔研究室員〕 教 授 高 ･木 佐知夫

助教授 藤 本 文 蒐

助 手 石 田.輿太郎

〝 浦 上 沢 之

〔今までの主な研萄
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大学院 佐 藤 酎

小 牧 研-郎

(石田氏は京大.浦上氏は早大の出身です)

tl) 電子線の温度散乱の理論を展開してーいわゆる動力学的効果の温度

散乱に及ぼす影響を論じ.その一路を実験で確かめた｡

S.Takagi :･J.PhyB･Soc.Japan 13･,(1958) 278, 287.

(2) 動力学的理論の多改近似の一般的強度式を導びき,実際的に問題 と

なる場合について強度を計算して実験に比較した｡

F.Fujimoto :J.Pbys.Soc.Japan 14(1959) 1558' 15

(1960) 859,16 (1961) 936.

Ⅱ電子回折強度潮定

電子回折強度をCdS単結晶の電子衝撃導電性を利用して轡定する方法を

開発し､それによって測定した強度をI(2)の研究の験証に役立てた｡

S･Takagi& F.Fujimoto :J.Phys.Soc_Japan 15(1960)
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ⅡⅩ線回折の動力学的理論

動力学的理論の基礎方程式を解 く薪らしい方法を開発したOこれによる

とDistoredcrystalにも動力学的理論が適用でき､Ⅹ線による転位

その他の欠陥の近接観宗像のコン トラス トの計算が可能になる｡ この理

論に量る転位像の計算は当研究室の浦上. フランスのAu地ier･によしっ

て行われている｡

S.Takagi :A〇七a(コrysも. 15(1962) 1311.

Ⅳ固体内電子のプラズマ振動

電子線の固体内におけるEnergylossおよびその散乱角依存性の測定

によ~って,固体内電子のプラズマ振動を研究している｡ ー(藤原訴究室の

項参照 :編者)

Fuj'i皿Oto& StleOka :J.Phys.Soc.Japan 19(ユ964) 2069.
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〔現在および将寮の研究計画〕

ll) 上記工に分類 されているものとして､等厚干渉縞に対する非弾性散乱の夢

二154-.
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響 (高木､石田).菊池線の成韓 (高木⊥佐藤)に関する研究が､いずれも

Ⅳに述べた馳eTgyanal･yserを使って進められているO

(2) Ⅱとしては上述の浦上の計算がはt.ま終了してrいるO

(3) Ⅳでは微小粒子内のプラズマ嘩勢の研究 (藤本t-小牧.石田)~が行われて

いる｡一

将来･はこれらq)研究を準申る一方､正にういてはLangca皿eraを導入して

実験的研究に重点をおいて行く予定｡･またⅣについては入射鹿のエネルギーや

均一性を高めて､固体および気体の麗子線分光や研究を進める予定で.ともに

すでに準備 を始めている｡

ここ===- ｢ =二===■｢L】J ∵こ::=:::=コL:i-=二一･LJこ=ニー

なお高木研で学位をとり.物性研からアメ リカのWesもinghous･eへ行? て

研究しておられた栗山昌郎氏が この4月に帰南.助教授になられました｡ い ま

実験準備中･やすが､協同研究者 もすぐには定員がなく.予算 も挙国とは桁違い

に少ないので軒途多難です｡ (編者)
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